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フシダ 類の分類と生 態
か ど の

千葉県農業総合研究セ ン タ ー 上遠野

は じ め に

フ シ ダニ は動物分類学的 に は 前気門亜日 フ シ ダニ 上科

に属 す る 動物 を指 し ， こ の 中 に は ナ ガ ク ダ フ シ ダニ 科，

ヨ ツ ゲ フ シ ダニ 科， フ シ ダニ 科， ハ リ ナ ガ フ シ ダニ 科の

4 科 が 含 ま れ る (上 遠 野， 1995) 。 体 長 0 . 15 mm か ら

0. 3 mm， 幅 0 . 05 mm 程度 の細長い微小 な ダニ で， こ れ

ま で維管束 植物 ( シ ダ植物， 裸 子植物， 被子植物) か ら
発見 さ れて い る 。 全世界か ら こ れ ま で三千種以上記載 さ

れ て お り ， 日 本 か ら 52 種確認 さ れ て い る 。 植物 の根 を

除 く 全 て の部位 に 寄生 し ， 虫癌 (gall， blister， edge­

rolling， big bud， w itches' bloom) や 毛艶 (erineum)

な ど の奇形 や表皮細胞の壊死 (rusting， silvering) ， ウ

イ ル ス 類似症状 な ど各種の被害 を 引 き 起 こ す。 ま た ， 植

物病原 ウ イ ル ス を媒介す る も の も い る (OL llFI EI.D， 1970) 。

こ の た め ， フ シ タゃニ 類 は 植物寄生性 タ。ニ 類 の 中 で は ハ ダ

ニ に 次 ぐ 重 要 な 農林害虫 と し て 位置付 け さ れて い る 。 し

か し ， ダニ の体が極 め て 小 さ い た めハ ダニ ほ ど研究が進

んでい な い の が現状で あ る 。

最近， 日 本の果樹 に 寄生す る フ シ ダニ の な か で， ミ カ

ン サ ビ ダニ や リ ュ ウ キ ュ ウ ミ カ ン サ ビ ダニ が ジ チ オ カ ー

パ メ ー ト 系薬剤 に対 し て 感受性が著 し く 低下 し て い る 事

例 ( 田 中， 1992) や ， 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤の散布 に よ っ

て モ モ サ ビ ダニ が異常発生 ( リ サ ー ジ ェ ン ス ) す る 事例

(KONOO and HJRAMATS U ， 1999 b) ， ブ ド ウハ モ グ リ ダニ が

ウ イ ル ス 病 を媒介 す る 事例 (明万 ら ， 2000) ， 露地の ビ

ワ で は問題 に な ら な い が， ハ ウ ス で ビ ワ を栽培す る と サ

ビ ダニ が多 発 し て 果 実 の 被 害 が問題 に な る 事例 (大久

保， 1996) な ど， 各地でサ ビ ダニ に よ る 農作物の被害が
問題 に な っ て い る 。 そ こ で， 著者が 15 年間研究対象 と

し て 扱 っ て き たニ セ ナ シ サ ビ ダニ を 中心 に フ シ ダニ 類の

生態 に つ い て概説す る 。

I フシダニの生態

1 発育

フ シ ダニ は 卵， 第一若虫， 第 二 若 虫 を 経 て 成 虫 に な
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る 。 卵 は球形の も の や扇 球形 の も の な ど が あ り ， 成 虫 の

大 き さ に比べて か な り 大 き い。 第一若虫 と 第二若虫， 第

二若虫 と 成虫 の 聞 に は そ れ ぞれ短い静止期が あ る 。 発育

所要 日 数 は温度 に よ っ て左右 さ れ， 高 温 ほ ど短縮 さ れ る

(表日 1 ) 。 各発育段階の所要 日 数の 全発育 期間 に占め る 割
合 は 卵期 間 が 約 50% と 最 も 多 く を 占 め る 。 発育 に 必 要

な 最 低 温 度 (発 育 零 点) は Aceria mississiþþiensis 

CJlAIぜD RAI'ATYA and BAK ER の 5. 50 C (CJ lANDRAI'ATYA and 

BAKE R， 1986) か ら A ceria sheldoni・ (EWJNl; ) の 12S C

(Sn:JINL lCJlT， 1970) ま で幅 が あ り ， 種 や 発育 段階 に よ っ

て ま ち ま ち で あ る (表-2) 。

2 生殖法

ブ シ ダニ の生殖 方 法 は ハ ダニ と 同様， 半数倍数性産 雄

単 為 生 殖 ( Haplo-diploidy Arrhenotokous Parth. 

enogenesis) で， 受精卵か ら 雌， 未 受精卵か ら 雄 が産 生

さ れ る (OLDm:I.D et aI.， 1 970) 。 精子の受 け渡 し はハ ダニ

や カ プ リ ダニ と は 異 な り ， 雄が植物体表 に産 み落 と し た

精包 を雌が拾 っ て ， 受精饗 に納 め る 方式 を と っ て い る 。

植物体表 に産 み落 と さ れた 精包 は 温度 や 湿度 に 大 き く 影

響 さ れ， 極端 な高温や低温あ る い は低湿ほ ど死滅 ま での

期聞が短 く な る (STERNLI じJJT and GOL DENHE RG， 1971 ) 。 し

た が っ て ， 夏 の暑 い 時期 に産 下 さ れ た 精包 は 短期 間 で死

表 ー 1 果樹加害性 フ シ ダニ の発育期間 ( 日 /世代)

温度 発育期間
引用文献寄生植物

(OC) 日 )

ニ セ ナ シ サ ピ ナ シ 16 1 2. 9  上遠 野 ( 1 995)

ダニ 18 10 . 6  
24 7 . 0  

27 5 . 7  
ナ シ サビダニ ナ シ 16 1 7 . 6  E ASTE RBIミ∞K ( 1 978) 

22 1 1 . 2 
リ ン ゴ サ ピ ダ リ ン ゴ 1 0  36 . 7  E 八日TE RB ROOK ( 1 979) 

1 6  1 6 . 3  
22 9 . 2  

表 - 2 果樹加害性 フ シ ダニ の 発育零点 と 有効積算温度

発育零点 有効積算温度
CC) 日 度 )

引用文献

ニ セ ナ シ サビダニ 7 . 3  
ミカンサヒeダニ 1 1 .  2 

1 13 . 4  
1 4 2. 9  

上遠野 ( 1 995)

関 ( 1979)
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は将 来第一雌 と 雄 に な る 卵 を産 下 し て い く が， 6 月 に 入

る と 第一雌の産 下 し た 卵 は第一雌 と 雄の ほ か に第二雌 に

も な る ( 図 2) 0 SC I I LlE SSI<E ( 1 984) は モ モ サ ビ ダニ ，
Aculus fockeui・ ( NJ\LEI'J\ et THO u EssJ\wr ) の 第二雌 を 野外

の越冬場所か ら 採集 し て室 内 で飼育 し た と こ ろ ， 年内 に

は産 卵せ ず， 野外 と 同 じ 時期 (翌春) に産 卵 す る こ と か

ら ， こ の 第二雌 は休眠態の雌 で あ る と指 摘 し た 。 ま た ，

Ü LDF IE LlJ and NEWE L L  ( 1973) は モ モ サ ピ ダニ の 第二雌 を

ど Cの低温 に 70 日 聞入 れ る と 4 か ら 5 日 以 内 に産 卵 し 始

め る こ と を 観察 し て い る 。 ニ セ ナ シ サ ビ ダニ も 50 C に 3

か 月 遭遇す る と 第二雌 は休眠覚醒 し産 卵す る よ う に な る

秋

夏

第二1j雌1雌
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滅 す る た め 精比 は 雄 に 偏 っ て く る 。 な お ， ミ カ ン サ ビ ダ

ニ ， Aculops pelekassi (KElF ER ) は雌 し か確認 さ れ て い

な い と さ れて き た が， 雄 も 確認 さ れ， ミ カ ン の葉上 に は

精包 も 確認 さ れて い る 。 ま た ， 一部 の フ シ ダニ (例 え ば，

ニ レ サ ビ ダニ ， R hyncaphyf optus ulmivagrans KE IF l m ) 

は卵 を産 下す る 前 に 体 内 でふ化す る 現象が確認、 さ れて い
る (ü voviviparous) 。 こ の 現 象 は 雌 の寿命 の 最期 に 見
ら れ る も の であ る (dE L ILL O ， 1991 ) 。

3 分散性

フ シ ダニ 類 は歩行の他， 風， 雨水， 昆 虫， 鳥 な ど を利
用 し て 分散 す る (MJ\問EE ， 1928) 。 こ の う ち 風 は フ シ ダ

ニ の分散手段 と し て 最 も 重要 で あ る (SLYK II U IS， 1955) 。

ニ セ ナ シ サ ビ ダニ の風 に よ る 分散 を 明 ら か に す る た め に

ナシ園 に 粘着 ト ラ ッ プ を 設置 し た と こ ろ ， 圏 内 の サ ピ ダ

ニ の発生消長 と ト ラ ッ プ に 捕獲 さ れた サ ビ ダニ の消長が

パ ラ レ ル に 変化 し た こ と か ら ， 分散個体数 は ナ シ闘 での

発生密度 を反 映 し て 変化 す る こ と が わ か っ た ( 図一 1 ) 0

そ の他， フ シ ダニ の分散手段 と し て leaping と言 っ て ，

尾端の 付属毛 を利用 し て ノ ミ の よ う に跳ね て 分散す る 種

も 知 ら れて い る (M A SSEE ， 1928) 。
4 休眠性

フ シ ダニ 類 に は形態が異 な る 2型 の雌 を 持 つ種 と 持た
な い 種 が い る 。 雄 と 形 態 が 類 似 し て い る 雌 を 第 一 雌

(pr otogyne) ， 形態的 に 雄 と 類似 し て い な い雌 を 第二雌

(deutogyne) と い う 。 第一雌 と 第二雌 の 形 態 的違 い は

別 種 と 思わ れ る ほ ど 2型 で大 き く 違 う 種 も あ れ ば， 後体

部環節上 の微細 な癒が消失す る 程度 し か違 わ な い種 も あ

る 。 ニ セ ナ シ サ ビ ダニ も 2型 の雌 を 持つ種で あ り ， 越冬
は 全て 第二雌で経過す る 。 越冬場所か ら 出現 し た 第二雌
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図 - 3 低温処理 と ニ セ ナ シ サ ビ ダ ニ越冬 虫 (第 2雌) の
卵巣内座子確認個体出現 の有無

e. 卵巣内Iff子確認 : 0. 卵巣内H王子未確認， 数 字
は低温処理期間 ( 月 ) を示す.
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ナ シ 葉上 に お け る ニ セ ナ シ サ ピ ダニ の 寄生個体数
( 下段) と 粘着 ト ラ ップ に 付着 し た 個体数 (上段)
の推移
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表 - 3 果樹加害性 フ シ ダニ類の産卵数 表- 5 果樹11日害性 フ シ ダニ 類 を 捕食す る カ プ リ ダニ類

産卵数 ( 潟度) 引用文献

リ ン ゴ サ ピ ダニ ( 第一雌) 87 . 2  (22) E AS TERHllOOK 
( 1979) 

( 第二雌) 33 . 0  (10) ， 16 . 0 (16) 

ニ セ ナ シサ ビダニ ( 第一雌) 31. 5 (16) ， 38 . 4 (18) ， 上遠野 ( 1995)

24 (24) ，  36 . 8 (27) 

表 - 4 ニ セ ナ シ サ ピ ダニ の増殖パ ラ メ ー タ (上遠野， 1995) 

温度 ( OC) 純増加率 平均期間 ( 日 ) /世代 内的自然増加率(日)
16 3 . 06 19 . 1  0 . 058 6 
18 3 . 10 14 . 6  0. 0777 
24 6 . 13 10 . 8  0 . 1680 
27 6 . 00 9 . 6  0 . 1863 

フ シ ダニ カ プ リ ダニ 引用文献

モ モ サ ピ ダニ ニ セ ラ ー ゴ カ プ リ ダニ KONDO & Hm AMATsu 
( 1999) 

イ チ レツ カ プ リ ダニ C 口1.1.YER ( 1964 a， b) 
コ ウ ズ ケ カ プ リ ダニ KON IJ O & Hm AM ATsu 

( 1999) 
リンゴサ ビ ダニ イ チ レツ カ プ リ ダニ E AS TERB IW OK et al. .  

( 1985) 
フ ァ ラ シ ス カ プ リ ダニ C ROF T& MじGl lOART\

( 1977) 

A.  fallacis， 主 longiP ilis) ， ノ、 タゃ ニ よ り も フ シ ダニ を餌

と し た 方 が 発 育 や 増 殖 が よ い も の (T. pyri， T. 

rhenanis) ま で あ る (M ι M uwmy et al.， 1970) の で， フ

(図-3) 。 第二雌の 出 現 に は植物の 栄養条件 と 光周期が関 シ ダニ と 同 所的 に カ ブ リ ダ ニ が 確認 さ れ た か ら と い っ

与 し て い る と い わ れ て い る 。 し か し ， フ シ ダニ の休眠性 て ， フ シ ダニ の重要天敵 で あ る と 考 え る の は 注意が必要

誘起条件 に つ い て は ま だ十分 に 理解 さ れ て い る わ け で は であ ろ う 。 カ ブ リ ダニ を フ シ ダニ の生物的防除 と し て 利

な い。

E フシダニの個体群動態

1 フシダニ の増殖

フ シ ダニ の 雌が一生の 聞 に 産下す る 総産卵数 は ダニ の

種 に よ っ て も 寄主植物 に よ っ て も 違 う し ， 温度条件 に よ

っ て も 異 な る 。 少 な い積 で 10 卵 未 満， 多 い 種 で リ ン ゴ

サ ビ ダ ニ， Aculus schlechtend ali ( N  A I.EI' A ) の 87 . 4 @r� 
(220C) で あ る 。 ニ セ ナ シ サ ビ ダ ニ で は 30 か ら 40 卵程

度 で あ る (表 3) 。 内 的 自 然増加率 に つ い て は あ ま り 明

ら か に さ れ て い な い が， ニ セ ナ シ サ ピ ダニ で は 0 . 0586

( 160C) か ら 0 . 1863 (2rC) で あ る (上 遠 野， 1995) 

(表-4) 。 寄主植物 に よ っ て も 増殖率 は 異 な る 。 ナ シ の 6

品 種 を餌 と し ， 18TC で ニ セ ナ シ サ ビ ダ ニ を飼育 す る

と ， ["二十世紀j を餌 と し た 場 合 の 内 的 自 然 増 加 率 は

0 . 0614 で 6 品種の 中 で最 も 低 く ， ["長十郎」 を餌 と し た

場 合 の そ れ は 0 . 1353 で 最 も 高 く な っ た (上 遠 野，

1995) 。
2 密度制御要因ーフシダ ニ の天敵ー

フ シ ダニ類の個体群密度 を 制御 す る 要因 と し て ハ ナ カ

メ ム シ 等 の 捕食性昆虫， カ プ リ ダ ニ 類 (表一5) ， ナ ガ ヒ

シ ダニ類な ど の 捕食性 ダニ類， ハ ダニ カ ビ な どの微生物
天敵な どが知 ら れて い る 。 こ の う ち ， カ プ リ ダニ類 と ハ

ダニ カ ビ は フ シ ダニ の個体群密度制御要因 と し て 重要で
あ る 。 し か し ， カ プ リ ダニ の 中 に は フ シ ダニ を 捕食す る

が， こ れだ け で は発育 も 増殖 も し な い も の (A mblyseius

hibisci， A. limonicus， A. rubini) や ハ ダニ と 同 じ位 フ

シ ダニ を よ く 捕食す る も の (T)φ hrod romus caud忽 lans，

一一一 3 

用 し た 事例 は ほ と ん ど な い が， 合成 ピ レ ス ロ イ ド 剤散布

に よ っ て カ ブ リ ダニ類 の 密度 が影響 さ れモ モ サ ビ ダニ が

異常増殖 ( リ サ ー ジ ェ ン ス ) を 引 き 起 こ す事例が報告 さ

れて い る (KOND O and Hm AMATsu， 1 999 b) こ と か ら ， 少

な く と も カ ブ リ ダニ類が フ シ ダニ の 重要 な個体群密度制

御要因 に な っ て い る こ と は 明 か で あ る 。

ニ セ ナ シ サ ビ ダニ は 7 月 に入 る と 急激 に 個体群密度 を

減少 さ せ る 。 こ の 時期 は 葉上 に 第二雌 の 割 合 が 多 く な

り ， こ れが越冬場所 に 移動 し て 葉上 の ダニ 密度が減少す

る た め で あ る が， こ の 時期 の 葉上 の サ ビ ダニ を 観察す る

と ， 褐色 を呈 し て 死亡 し て い る 個体が多 く 見 ら れ る 。 こ

の ダニ を 電子顕微鏡 で観察す る と ， 糸状菌 に 感染 し て い
る 個体が多 く 見 つ か る o こ の菌が ど の よ う な 菌か判 ら な

い が， ニ セ ナ シ サ ピ タ' ニ の 密度減少 に 寄生菌が大 き な 役

割 を 果た し て い る こ と は 間 違 い な い。 フ シ ダニ の 天敵糸
状 菌 と し て ハ ダ ニ カ ピ， Hirusutella thompsonii， 

Paecilomyces erio，戸 hyes な ど が知 ら れ て い る (FISII ER，

1950; LEATI IEIW AI.E， 1965) 。 こ の う ち ハ ダ ニ カ ビ は ハ ダ

ニ や フ シ ダニ の重 要 な 天敵 と し て知 ら れ て い る 。 天敵糸

状菌 を フ シ ダニ の 生物的防除 に 利 用 し た 事例が フ ロ リ ダ

で 行 わ れ た 。 カ ン キ ツ の 害 虫 で あ る Phyllocoptruta
oleivora の 防除 にH. thom針。 nii を 散布 す る と ， 1 週 間

で本菌の感染率が高 ま り ， 10 か ら 1 4 週間 サ ビ ダニ の 密

度 を 低水準 に 維持 で き た と い う ( McCoy et al . ， 19 71 ) 。

3 カブリダニ の代用餌と してのフシダ ニ の役割

ハ ダニ の 防除 に カ ブ リ ダニ の代用餌 と し て サ ビ ダニ が

重要で あ る と 指摘 し た 研究が あ る 。 カ ナ ダの リ ン ゴ 園 で
は春先に まず リ ン ゴ サ ビ ダニ が発生 し ， そ の後 カ ブ リ ダ
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ニ， Tyþhrodromus occidentalis が 出 現 し て く る 。 こ の

カプ リ ダニ は リ ン ゴ サ ピ ダニ も そ の後に 発生す る リ ン ゴ
ハ ダニ も よ く 捕食す る た め ， ま ず リ ン ゴ サ ピ ダニ を捕食

し て 密度 を 増加 さ せ ， そ の後に増 え て く る ハ ダニ を 短期

間 で制御 す る こ と がで き る ( HOY ， 1969) 。

お わ り に

最近サ ビ ダニ類が農業生産現場で問題に な っ て き た 。

こ の背景に は い ろ い ろ な こ と が考 え ら れ る 。 ミ カ ン サ ビ

ダニ や リ ュ ウ キ ュ ウ ミ カ ン サ ビ ダニ で は度重な る 薬剤 の

散布で感受性が低下 し て き た こ と が考 え ら れ る 。 今 ま で

主要病害虫に対 し て使わ れて き た 殺虫剤 や殺菌剤が新た

に 開発 さ れた薬剤 と 置 き 換わ る こ とに よ っ て 害虫化す る
サ ピ タ。 ニ も あ る か もし れ な い 。 ま た ， 環境保全型農業や

滅 農薬栽培の推進で薬剤 そ の も の の使用 が少な く な っ て

き た こ と が， 潜在害虫 と し て 位置づ け さ れて い た サ ビ ダ

ニ がに わ かに 主 要害虫に の し上が っ て く る 場合 も あ る か
も し れ な い 。 ま た ， 航空輸送 の発達に 伴 っ て 農業 の グ ロ
ーノfル化が進み， 外国か ら 各種の果樹や野菜， 花 な ど生

鮮食料品 が圏 内に 入 っ て く る よ う に な る と ， 肉眼で は確
認で き な い微 小 な サ ビ ダニ類が植物検疫の 目 を く ぐ っ て
知 ら ず知 ら ず の う ちに 侵 入 し 定着 す る こ と も 考 え ら れ
る 。 圏 内 で も 種苗生産 と 農作物の栽培が分業化 し て き て
お り ， 種苗や苗木の 生産段階で フ シ ダニ が発生す る と ，
種苗の輸送に よ っ て 全国に 広 め て し ま う 危険性 も 考 え ら
れ る 。 今， 農業生産現場で問題に な っ て い る 害虫の多 く
は ハ タ。 ニ や ア ザ ミ ウ マ な ど， 寄主範囲 の 広 い微 小害虫で
あ る 。 我々 は こ れ ら の微 小害虫の 問題に対処す る た め薬
剤 の効果試験だ けに 終わ る こ と な し で き る だ け害虫の
生理生態に も 目 を 向 け て研究 し て い く 必要が あ る と 思わ
れ る 。 我が国の フ シ ダニ の研究 は こ れ ま で ミ カ ン サ ピ ダ
ニ や ニ セナ シ サ ビ ダニ な ど一部 の フ シ ダニ で生態的研究
が行わ れ て き たに す ぎ な い。 1995 年 か ら 国 の 助成 を 得
て 山 口 県， 岡 山 県， 大阪 府 の 1 府 2 県が共同で研究 し た
「果樹サ ピ ダニ 類 の 発生生態に基 づ く 総合的防除技術 の

確立J は カ キ サ ビ ダニ ， モ モ サ ビ タ。 ニ ， イ チ ジ ク モ ン サ

ビ ダニに つ い て 薬剤j防除技術の み な ら ず生態や天敵 な ど

に つ い て も か な り 明 ら かに さ れた 。 そ の他 の サ ビ ダニ類

に つ い て も 今後の研究が期待 さ れ る と こ ろ で あ る 。
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o IRC 2002 InternationaI Rice Congress 
国際稲研究所 は， 4 年お き に ， イ ネ の研究， 生産， 流

通， 加工， 消費 な ら びに 生産農家 お よ び米の 消費者の生
活に 関 わ る 問 題 を 広 く 対 象 と す る 国 際 会 議 Interna.
ti onal Ri ce Congress を 開催 い た し ま す。 2002 年に聞 か
れ る 最初 の IRC 2002 は ， 中国農業科学院 お よ び中国工
学院 と の共催 で“ Innovati on， Impact， and Li veli hood" 
を テ ー マに ， 9 月 16�20日に北京 で行 い ま す。

I RC 2002 で は ， イ ネ の 生物 学， 遺 伝 育 種 ， 総 合 防
除， 生産管理， 作付体系機械化， 精米， 加工 ， 栄養， ・
食品科学， 食料安全保障， 経済 ・ 政策， 貧困対策， 情報
技術の利用 等 の 分野 ご と の研究会議 と な ら ん で， 生産技
術お よ び農業 ・ 加工機械の 展示会， 多 数 の サ テ ラ イ ト 会
議， ツ ア ー ， 見学会 も 聞 か れ ま す。

問 い 合わ せ は ， D r. T. W. Mew ，  I RRI ， DAPO 7777， 
Metro ManiI a ，  PhiIi ppi nes， くL. Mew@ cgi ar.org> ま た
はI RRI 事務所 日 比 野啓行， 305 司8686 つ く ば市 大 わ
し 1 -2 国際農林 水産業研究 セ ン タ ー 「気付J 0298 -38 -
6637， くhi bi no@ji rcas. aff rc.go伊〉 へ。

一一一 4 一一一


